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評
価
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名
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変
更

変
更
前

e

変
更
後

原
田

義
己
、
高
木

優

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
五
日

平成™š年˜™月™�日 火曜日 第œ�—Ÿ号官 報
〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
七
十
九
号

港
則
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
運
輸
省
令
第
二
十
九
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
港
則
法
施
行

規
則
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
進
路
を
他
の
船
舶
に
知
ら
せ
る
た
め
に
船
舶
自
動
識
別
装
置
の
目
的
地
に
関
す

る
情
報
と
し
て
送
信
す
る
記
号
（
平
成
二
十
二
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
九
十
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

別
表
第
二
秋
田
船
川
の
項
中
「新

日
本
石
油
桟
橋

」
を
「Ｊ

Ｘ
桟
橋

」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
千
葉
の
項
中
「Ｊ

Ｆ
Ｅ
物
流
東
京
物
流
セ
ン
タ
ー
護
岸
北
端
か
ら
新
日
本
石
油
市
川
油
槽
所
護
岸
東
端

」

を
「千

葉
港
葛
南
市
川
灯
台
か
ら

5
6度

1¶
2
1
0メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら

3
4
0度

3
0分

5
8
0メ
ー
ト
ル
の
地
点

」
に
、「日

新
製
鋼
市
川
製
造
所
護
岸
南
東
端
か
ら
京
義
倉
庫
市
川
東
浜
物
流
セ
ン
タ
ー
岸
壁
西
端

」
を
「千

葉
港
葛
南
市
川
灯
台
か

ら
7
3度

1¶
8
2
0メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
7
2度

5
1
0メ
ー
ト
ル
の
地
点

」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
京
浜
東
京
区
の
項
中
「1

0号
地
そ
の
１
岸
壁

」
を
「1

0号
地
そ
の
１

」に
、「1

2号
地
内
貿
雑
貨
ふ
頭
岸
壁

」

を
「辰

巳
ふ
頭

」
に
、「お

台
場
ふ
頭
岸
壁

」
を
「お

台
場
ラ
イ
ナ
ー
ふ
頭

」
に
、「有

明
商
運
有
明
桟
橋
、
1
3号
地
そ
の

１
埋
立
地
ふ
頭
、
清
掃
局
浮
桟
橋

」
を
「有

明
ふ
頭

」
に
、「青

海
ふ
頭
岸
壁

」
を
「青

海
コ
ン
テ
ナ
ふ
頭

」に
改
め
る
。

別
表
第
二
水
島
の
項
中
「新

日
本
石
油
精
製
岸
壁

」
を
「Ｊ

Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
水
島
製
油
所
Ａ
工
場
岸
壁

」

に
、「ジ

ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ー
桟
橋

」
を
「Ｊ

Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
水
島
製
油
所
Ｂ
工
場
桟
橋

」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
関
門
田
野
浦
区
の
項
中「（太

刀
浦
係
船
岸
壁

」
の
次
に
「及

び
太
刀
浦
１
号
物
揚
場

」
を
、「4
2号

」
の
次

に
「及

び
太
刀
浦
１
号
物
揚
場

」
を
加
え
る
。

別
表
第
二
関
門
小
倉
区
の
項
中
「堺

川
廃
棄
物
積
出
桟
橋

」
を
「北

九
州
市
日
明
積
出
基
地

」
に
、「九

州
化
学
工
業

岸
壁

」
を
「九

州
化
学
工
業
桟
橋

」
に
、「新

日
鉄
化
学
戸
畑
１
号
岸
壁

」
を
「新

日
鉄
化
学
戸
畑
１
号
桟
橋

」
に
、「堺

川
新
日
鉄
化
学
桟
橋

」
を
「新

日
鉄
高
炉
セ
メ
ン
ト
の
１
設
、
３
設
桟
橋
、
原
料
船
岸
壁

」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
関
門
若
松
区
の
項
中
「五

島
商
店
桟
橋

」
を
「五

島
商
店
岸
壁

」
に
、「江
川
汚
泥
桟
橋

」
を
「北

九
州
市

環
境
局
江
川
中
継
所
桟
橋

」
に
、「三

菱
マ
テ
リ
ア
ル
岸
壁

」
を
「三

菱
マ
テ
リ
ア
ル
桟
橋

」に
、「三

菱
化
成
重
油
桟
橋

」

を
「三

菱
化
学
重
油
桟
橋

」
に
、「三

菱
化
成
合
成
４
号
桟
橋

」
を
「三

菱
化
学
合
成
４
号
桟
橋

」に
、「二

島
公
共
岸
壁

」

を
「二

島
岸
壁

」
に
、「三

菱
化
成
コ
ー
ク
ス
１
号
桟
橋

」
を
「三

菱
化
学
コ
ー
ク
ス
１
号
桟
橋

」
に
、「三

菱
化
成
硝
酸

１
号
桟
橋

」
を
「三

菱
化
学
硝
酸
１
号
桟
橋

」
に
、「黒

崎
小
野
田
セ
メ
ン
ト
岸
壁

」
を
「太

平
洋
セ
メ
ン
ト
岸
壁

」
に

改
め
、「鉄

道
桟
橋
、」

の
次
に
「八

幡
製
鉄

」
を
加
え
、「岬

山
岸
壁

」
を
「岬
ノ
山
岸
壁

」
に
改
め
、「１

号
か
ら
５
号

」

を
削
り
、「日

華
油
脂
岸
壁

」
を
「j

Ｊ
`
オ
イ
ル
ミ
ル
ズ
若
松
工
場
岸
壁

」
に
、「日

立
金
属
岸
壁

」
を
「日

立
金
属
東

岸
壁

」
に
、「東

海
鋼
業
岸
壁

」
を
「j

ト
ー
カ
イ
岸
壁

」
に
、「安
瀬
南
泊
地

」
を
「安

瀬
南
第
１
泊
地

」
に
、「響

灘
係

船
ド
ル
フ
ィ
ン

」
を
「響

灘
ド
ル
フ
ィ
ン

」
に
、「響

灘
公
共
岸
壁

」
を
「響

灘
南
岸
壁

」
に
、「響

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
岸

壁

」
を
「ひ

び
き
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
第
１
岸
壁

」
に
、「戸
畑
共
同
火
力
重
油
ド
ル
フ
ィ
ン

」
を
「戸

畑
共
同
火
力
重
油

桟
橋

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
八
十
号

港
則
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
運
輸
省
令
第
二
十
九
号
）
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
港
則
法
施
行

規
則
第
十
一
条
第
二
項
の
港
を
航
行
す
る
と
き
の
進
路
を
表
示
す
る
記
号（
平
成
七
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
三
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

別
表
４
秋
田
船
川
港
の
表
２
代
・
Ｅ
・
Ｎ
の
項
中
「新

日
本
石
油
桟
橋

」
を
「Ｊ

Ｘ
桟
橋

」
に
改
め
る
。

別
表
６
千
葉
港
の
表
２
代
・
Ｉ
・
Ｗ
の
項
中
「Ｊ

Ｆ
Ｅ
物
流
東
京
物
流
セ
ン
タ
ー
護
岸
北
端
か
ら
新
日
本
石
油
市
川

油
槽
所
護
岸
東
端

」
を
「千

葉
港
葛
南
市
川
灯
台
か
ら

5
6度

1¶
2
1
0メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら

3
4
0度

3
0分

5
8
0メ
ー
ト
ル

の
地
点

」
に
改
め
、
同
表
２
代
・
Ｉ
・
Ｅ
の
項
中
「日

新
製
鋼
市
川
製
造
所
護
岸
南
東
端
か
ら
京
義
倉
庫
市
川
東
浜
物

流
セ
ン
タ
ー
岸
壁
西
端

」
を
「千

葉
港
葛
南
市
川
灯
台
か
ら

7
3度

1¶
8
2
0メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら

7
2度

5
1
0メ
ー
ト
ル
の

地
点

」
に
改
め
る
。

別
表
７
京
浜
港
の
表
東
京
区
の
部
２
代
・
Ｍ
の
項
中
「1

0号
地
そ
の
１
岸
壁

」
を
「1

0号
地
そ
の
１

」
に
、「1

2号
地

内
貿
雑
貨
ふ
頭
岸
壁

」
を
「辰

巳
ふ
頭

」
に
改
め
、
同
部
２
代
・
Ｖ
の
項
中
「お

台
場
ふ
頭
岸
壁

」
を
「お

台
場
ラ
イ

ナ
ー
ふ
頭

」
に
改
め
、
同
部
２
代
・
Ａ
の
項
中
「有

明
商
運
有
明
桟
橋
、
1
3号
地
そ
の
１
埋
立
地
ふ
頭
、
清
掃
局
浮
桟

橋

」
を
「有

明
ふ
頭

」
に
改
め
、
同
部
２
代
・
Ｒ
の
項
中
「青

海
ふ
頭
岸
壁

」
を
「青

海
コ
ン
テ
ナ
ふ
頭

」に
改
め
る
。

別
表
12
水
島
港
の
表
２
代
・
Ａ
の
項
中
「新

日
本
石
油
精
製
岸
壁

」
を
「Ｊ

Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
水
島
製
油
所

Ａ
工
場
岸
壁

」
に
改
め
、
同
表
２
代
・
Ｂ
の
項
中
「ジ

ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ー
桟
橋

」
を
「Ｊ

Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
水

島
製
油
所
Ｂ
工
場
桟
橋

」
に
改
め
る
。

別
表
13
関
門
港
の
表
田
野
浦
区
の
部
２
代
・
Ｔ
の
項
中「（

太
刀
浦
係
船
岸
壁

」
の
次
に「及

び
太
刀
浦
１
号
物
揚
場

」

を
加
え
、
同
部
２
代
・
Ｕ
・
Ｅ
の
項
中
「4

2号

」
の
次
に
「及

び
太
刀
浦
１
号
物
揚
場

」
を
加
え
、
同
表
小
倉
区
の
部

２
代
・
Ｒ
の
項
中
「堺
川
廃
棄
物
積
出
桟
橋

」
を
「北

九
州
市
日
明
積
出
基
地

」
に
、「九

州
化
学
工
業
岸
壁

」
を
「九

州
化
学
工
業
桟
橋

」
に
、「新

日
鉄
化
学
戸
畑
１
号
岸
壁

」
を
「新

日
鉄
化
学
戸
畑
１
号
桟
橋

」
に
改
め
、
同
部
２
代
・

Ｒ
・
Ｓ
の
項
中
「堺

川
新
日
鉄
化
学
桟
橋

」
を
「新

日
鉄
高
炉
セ
メ
ン
ト
の
１
設
、
３
設
桟
橋
、
原
料
船
岸
壁

」
に
改

め
、
同
表
若
松
区
の
部
２
代
・
Ｙ
・
Ｏ
の
項
中
「五

島
商
店
桟
橋

」
を
「五

島
商
店
岸
壁

」
に
、「江

川
汚
泥
桟
橋

」
を

「北
九
州
市
環
境
局
江
川
中
継
所
桟
橋

」
に
、「三

菱
マ
テ
リ
ア
ル
岸
壁

」
を
「三

菱
マ
テ
リ
ア
ル
桟
橋

」
に
改
め
、
同

部
２
代
・
Ｙ
・
Ｒ
の
項
中
「三

菱
化
成
重
油
桟
橋

」
を
「三

菱
化
学
重
油
桟
橋

」
に
、「三

菱
化
成
合
成
４
号
桟
橋

」
を

「三
菱
化
学
合
成
４
号
桟
橋

」
に
改
め
、
同
部
２
代
・
Ｙ
・
Ｋ
の
項
中
「二

島
公
共
岸
壁

」
を
「二

島
岸
壁

」
に
、「三
菱
化
成
コ
ー
ク
ス
１
号
桟
橋

」
を
「三

菱
化
学
コ
ー
ク
ス
１
号
桟
橋

」
に
、「三

菱
化
成
硝
酸
１
号
桟
橋

」
を
「三

菱
化

学
硝
酸
１
号
桟
橋

」
に
改
め
、
同
部
２
代
・
Ｙ
・
Ｄ
の
項
中
「黒

崎
小
野
田
セ
メ
ン
ト
岸
壁

」
を
「太

平
洋
セ
メ
ン
ト

岸
壁

」
に
改
め
、
同
部
２
代
・
Ｙ
・
Ｂ
の
項
中
「鉄

道
桟
橋
、

」の
次
に
「八

幡
製
鉄

」
を
加
え
、
同
部
２
代
・
Ｙ
・
Ｗ

の
項
中
「岬

山
岸
壁

」
を
「岬

ノ
山
岸
壁

」
に
改
め
、
同
部
２
代
・
Ｙ
・
Ｎ
の
項
中
「１

号
か
ら
５
号

」
を
削
り
、
同

部
２
代
・
Ｙ
・
Ｘ
の
項
中
「日

華
油
脂
岸
壁

」
を「j

Ｊ
`
オ
イ
ル
ミ
ル
ズ
若
松
工
場
岸
壁

」
に
、「日

立
金
属
岸
壁

」

を
「日

立
金
属
東
岸
壁

」
に
、「東

海
鋼
業
岸
壁

」
を「j

ト
ー
カ
イ
岸
壁

」
に
改
め
、
同
部
２
代
・
Ｙ
・
Ｈ
の
項
中「安

瀬
南
泊
地

」
を
「安

瀬
南
第
１
泊
地

」
に
、「響

灘
係
船
ド
ル
フ
ィ
ン

」
を
「響

灘
ド
ル
フ
ィ
ン

」に
、「響

灘
公
共
岸
壁

」

を
「響

灘
南
岸
壁

」
に
、「響

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
岸
壁

」
を
「ひ

び
き
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
第
１
岸
壁

」
に
、「戸

畑
共
同
火

力
重
油
ド
ル
フ
ィ
ン

」
を
「戸

畑
共
同
火
力
重
油
桟
橋

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
四
百
六
十
二
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

関
東
地
方
整
備
局
長

下
保

修

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

二

十

号

甲
府
市
国
母
七
丁
目
一
一
〇
八
番
地
先
か
ら
同
市
国
母
七
丁
目
一

〇
〇
〇
番
一
ま
で

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
甲

府
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
百
六
十
二
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
評
価
員
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示

す
る
。平

成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

中
部
地
方
整
備
局
長

足
立

敏
之

一

登
録
番
号

中
部
地
方
整
備
局
長

十

二

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
Ｃ
Ｉ
東
海

�
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